






と感じています。はじめにできるだけ北の方に飛び、それからインドまで地元の交通手段を使いながら陸路で移動し した。この放浪を一言で言うと、 「生活空間のなかを移動した」 、 思っ す。
私は旅が好きだったというより、もとも




歳のときです。親に連れられてインドネシアに行きました。高校までは家族旅行が多かったです。大学に入 てからは、留学している友人 ころに向かうのを目的に、オーストリ からチェコ、ポーランド、リトアニア、ラトビア、エストニアとまわりました。旅のきっかけはあまりはっきりていないのですが、小さいころから海外へ行くのが当 り前という感じでした。長瀬
　
　僕は、内モンゴル自治区のフフホト























































西アフリカのモーリタニアです。あそこはこれまで自分が持っていた想像力の外側にある場所でした。そうい 意味でとても印象に残っていますね こで出会ったモーリタニア人と話をしていて、すごく衝撃的だった一言が「僕らの人生の生きる目的ってさ、やっぱり信仰だよね」でした。でも、よくよく考えてみるとそ は彼らにとっては当たり前なんですよね。宗教というもの

















たので、行く前にか らず治安や宿泊先などについて情報を集めるよう していました。でも、情報を集める ってもなかなか難しくて、ネットの情報もあまり当てにならないですし よくわから 部分も多い。そういうとき 現地でよく人に話しかけて情報収集しまし 。僕以外にも多くのバックパッカーが て、僕と逆のコースを辿ってきた人とかによく話を聞きました。他にも、ビザや両替の問題もあっ 情報収集はずっと続けていましたね。それがまるでロールプレイングゲームをやって るみたい
（笑）
。ほとんど何もない状態からの







すが、人間としての幅は広がった、というのは間違いないです。ぼんやりとし ものですが、自分の かに何 種みたいなものは蒔かれたかな と う気はしています。
僕もやはり旅に出る前は、行けば自分が
変わる、成長 る と思って ました。けれども旅はあくまでも日常の延長線上で、そこに生きているのは、自分じゃか。だから環境が変わって が二〇年余生きてきた価値観だとか、考え方 いうのはなかなか崩 ないん な、とあらためて感じました酒井
　
　成長したかと問われたら、私もあま








































































ルを身につけようとするのではなくて、トイレがどんな臭いなのかとか、人がどんな顔をしてご飯を食べ、どんな身振りで話すのかなど、そういったもの たくさん見聞きし、感じることが大切です。先ほど福田くんも言っていました 、それが種みたいなものになって、いつか花開きます。だから、「成長しなきゃ」と焦ったり、旅に何か意味を見いだそうとしなく も い。旅で得たいろいろな経験が、ゆ り自分の身体のなかに染みわたっていけば、それだけで い。大口
　
　外大には留学する人が多いので、そ
の友達に会 に行く名目でも とりあえずいろいろなところ ってみたらいいと思います。自分が留学しようと考え る国でも いし、その留学を軸にしてまわってみるのもい とにかく、偏見を持 ずに、日本とは違う ろいろな価値観に触れてみること。自分の考え方やその国の 方が、変わると思います。長瀬
　
　グローバル化とか国際交流とよく言
われますが、その本質を理解するには、英語だけではダメだと思います。旅行先の現地の人と会話ができるように「英語を頑張らないと」 普通は考えます。けれども外大生だったら、せっかくいろいろな言語が学べる環境にいるので、英語ではなく、むしろ旅で赴く場所 言語を勉強してほしいと思います。その方が絶対に楽しい す 、現地で得るものも大き はずです。福田
　
　道中、旅は自分との「再会」の場所だ、
と思ったこ がありました。自分が見、聞き、話したこと、あるいは感じたことの一つひとつが、じつは自分自身なのではないか、 。僕と同じ旅は、きっと酒井さんや 口さんや長瀬くんにはできないだろう 、みんなが経験した旅も僕にはできません。人間がそれぞれ唯一無二なように、 ぶん旅も唯一無二だと思います。旅をすることによって、知らなかった等身大の自分と出会える瞬間がありました。その き ってすごくシンプルで、 「これは新しい自分だ」歓喜したりもするのですが、じつは新しいわけじゃなくて、忘れかけてい 自分なかもしれません。そういういう意味で、 「再会」と感じたのだと思います。新入生にもいろいろ旅をして、自分と「再会」 ほしい、と思います。
　　　　　　　　　
（終）
d 外大生白熱座談会
